2021年10月3日
鉄道各社への喫煙所閉鎖要望への回答まとめ　　　　　
NPO法人日本タバコフリー学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　JR各社及び近畿日本鉄道と阪急電鉄への喫煙所閉鎖要望書に対する回答は、別添のとおりですが、以下に各社の回答をまとめました。
なお各社への要望書は宛名以外は似通っていますので、代表例としてJR東海への要望書を別添させていただきました。
JR各社　
東　海：新幹線N700AとN700C、寝台車に喫煙ルームあり。人数制限。
駅の喫煙ルームは新幹線ホームのみで、在来線にはない。
今後の閉鎖予定はない。
　東日本：列車内の喫煙ルームなし。利用者の多い首都圏主要駅では全面禁煙。
　　　　　他の駅では分煙又は喫煙所の閉鎖。今後は受動喫煙対策（分煙？）。
　西日本：列車や駅構内の喫煙ルームは、閉鎖せず人数制限。今後も快適な環境作り（分煙）。
　
　北海道：列車内喫煙ルームなし。全喫煙室の一時閉鎖（緊急事態宣言を受け）。今後も分煙。
　四　国：列車内喫煙ルームなし。駅ホームの喫煙所閉鎖（2020年3月から）、駅構内は人の動線から外れた場所の喫煙所に設置。今後も分煙
九　州：新幹線N700系の3・7号車に喫煙ルーム。2020年6月以降1人に人数制限。新幹線の熊本駅に2箇所と鹿児島中央駅に1箇所の喫煙ルームあり。今後は総合的に判断（分煙？）。
近畿日本鉄道：一部の観光列車を除く特急（1人に人数制限）と主要13駅（一時閉鎖）に喫煙室あり。今後も分煙。
阪急電鉄：内閣官房の新型コロナ感染症対策分科会の提言を受け、駅の喫煙所
は全部閉鎖中。今後は未定。
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